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第六十六回千葉市身体障害者福祉大会

（みやざき倶楽部にて）

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
「
第
六
十
六
回
福
祉
大
会

兼
新
年
会
」
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二

十
二
日
（
日
）
十
時
よ
り
Ｊ
Ｆ

Ｅ
み
や
ざ
き
倶
楽
部
「
ミ
ュ

ー
ズ
ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
総

勢
一
三
四
名
が
参
加
し
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
飛
嶋

理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
江

野
澤
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
私
と
も
に
お
忙
し
い
中
、

ご
来
賓
に
千
葉
市
市
議
会
議

長
、
白
烏
誠
様
。
千
葉
市
障

害
者
自
立
支
援
課
課
長
補
佐
、

若
林
靖
様
。
千
葉
市
身
体
障

害
者
連
合
会
副
会
長
兼
、
千

葉
市
視
覚
障
害
者
協
会
理
事

長
、
大
石
千
惠
様
。
千
葉
市

聴
覚
障
害
者
協
会
会
長
、
坂

井
和
彦
様
。
日
本
芸
能
協
会

（
朱
龍
会
代
表
）
最
上
流
家
元
、

最
上
華
寿
希
様
。
日
身
連
収

益
事
業
所
部
長
、
小
林
道
夫

様
。
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、

高
山
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を

さ
れ
、
昨
年
福
祉
会
へ
ご
寄

付
を
頂
い
た
、
有
限
会
社
タ

ガ
ワ
、
田
川
誠
様
へ
感
謝
状

の
進
呈
。
そ
の
後
昨
年
度
の

各
分
野
の
受
賞
者
の
紹
介
を

行
い
、
会
場
の
皆
様
よ
り
温

か
い
拍
手
で
祝
福
さ
れ
ま
し

た
。

続
い
て
白
鳥
誠
様
、
若
林

靖
様
、
大
石
千
惠
様
よ
り
大

会
へ
の
祝
辞
と
「
福
祉
会
の

今
後
の
更
な
る
発
展
と
活
躍

を
期
待
す
る
」
と
の
心
温
ま

る
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。来

賓
紹
介
の
後
は
砂
原
理

事
に
よ
る
「
大
会
宣
言
（
案
）
」
、

宮
武
理
事
に
よ
る
「
大
会
決

議
（
案
）
」
が
提
案
さ
れ
、
満

場
の
拍
手
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
原
案
通
り
承
認
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

小
野
理
事
に
よ
る
万
歳
三

唱
、
小
倉
副
会
長
の
閉
会
の

こ
と
ば
で
第
一
部
の
式
典
が

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
「
新
年
懇
親
会
」

は
小
嶋
副
会
長
の
総
合
司
会

に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

小
嶋
副
会
長
の
開
会
の
こ
と I

ロ一

ば
、
花
島
理
事
の
「
乾
杯
の

音
頭
」
で
美
味
し
い
食
事
を

頂
き
な
が
ら
楽
し
い
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

初
め
に
ミ
ス
タ
ー
田
川
（
田

川
誠
氏
）
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
を
皮
切
り
に
、
当
会
員
の

カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
。

続
い
て
朱
龍
会
様
方
出
演
の

素
晴
ら
し
い
踊
り
に
目
を
奪

わ
れ
拍
手
喝
采
。
そ
の
後
再

び
会
員
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
、

続
い
て
恒
例
に
な
り
つ
つ
あ

る
ビ
ン
ゴ
大
会
が
催
さ
れ
た
。

進
行
役
で
あ
る
江
野
澤
副
会

長
の
口
に
す
る
番
号
に
耳
を

傾
け
、
ピ
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
目

を
向
け
、
会
場
全
員
夢
中
と

な
り
、
瞬
く
間
に
終
了
予
定

時
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
後
に
小
嶋
副
会
長
の

「
閉
会
の
こ
と
ば
」
で
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
皆
様
、
ご
出
演

の
「
朱
龍
会
」
の
皆
様
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
会
員
・
家
族
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し

い
新
年
福
祉
大
会
が
開
催
出

来
ま
す
よ
う
に
祈
願
し
て
ご

報
告
と
し
ま
す
。（

広
報
委
員
会
）
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【
大
会
宣
言
］

本
日
、
こ
こ
Ｊ
Ｆ
Ｅ
み
や

ざ
き
倶
楽
部
に
お
い
て
第
六

十
六
回
千
葉
市
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
日
頃
本
会
に
寄
せ
ら

れ
た
各
方
面
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
本
年
四
月
の
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
施
行
に

伴
い
、
千
葉
市
で
は
対
応
要

領
・
対
応
指
針
を
作
成
し
職

員
は
も
と
よ
り
一
般
市
民
へ

障
害
者
へ
の
理
解
活
動
を
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
法
が
施
行
さ
れ
た

終
り
の
七
月
二
十
六
日
、
相

模
原
市
「
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
」
で
障
害
者
殺
傷
事
件
が

発
生
し
十
九
名
が
亡
な
り
十

七
名
が
傷
害
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
容
疑
者
は
「
障
害
は

不
幸
を
作
り
出
す
、
い
な
け

れ
ば
良
い
」
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
世
に
生
を
受

け
い
ら
な
い
命
は
一
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
、
か
け
が
え
の
な

い
社
会
の
一
員
で
あ
り
、
家

族
で
す
。

私
達
障
害
者
は
「
私
た
ち

の
こ
と
は
、
私
た
ち
抜
き
で

行
わ
な
い
で
」
を
基
本
に
障

害
を
理
由
と
し
た
不
当
な
扱

い
を
注
視
し
、
そ
し
て
障
害

者
の
社
会
参
加
を
こ
ば
む
障

壁
（
バ
リ
ア
）
の
解
消
を
市
民

共
通
の
目
標
に
か
か
げ
、
差

別
の
な
い
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ど
の
様
な
状
況
下

に
お
い
て
も
日
身
連
を
は
じ

め
障
害
者
団
体
の
連
携
を

益
々
強
め
る
必
要
性
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
障
害
者
の

も
つ
問
題
意
識
を
共
有
し
、

団
体
活
動
を
通
じ
て
不
断
の

目
標
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の

実
現
に
向
け
、
魅
力
あ
る
福

祉
会
と
し
て
、
又
、
地
域
社

会
を
構
築
す
る
一
員
と
し
て

そ
の
社
会
的
責
任
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
更
な
る
推
進
に

向
け
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
決
意
し
宣
言
す
る
。
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Ｐ
ｐ

P

笠沙 J1
■今

？

受
賞
者
紹
介
（
敬
称
略
）

福
祉
大
会
に
お
い
て
次
の
方
々
が
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
千
葉
市
長
市
政
功
労
者

江
野
澤
清
孝
副
会
長

平
成
二
十
八
年
十
月
十
八
日

京
成
ミ
ラ
マ
ー
レ
六
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
て
受
賞

◆
千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
（
団
体
役
員
功
労
）

林
四
朗
理
事

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日

千
葉
市
文
化
ホ
ー
ル
三
階
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
受
賞

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
（
団
体
役
員
功
労
）

砂
原
時
男
理
事

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日

千
葉
県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
受
賞

◆
千
葉
日
報
社
社
会
福
祉
賞
（
団
体
役
員
功
労
）

松
岡
多
喜
子
理
事

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花
に
て
受
賞

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
及
び
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
拝
謁

烏
井
章
理
事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
二
日

厚
生
労
働
省
・
皇
居
ネ
ホ
ー
ヅ
功
労
賞

☆
第
十
六
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」

仲
森
昌
子
選
手
・
・
・
一
般
卓
球
競
技
ｌ
銀
メ
ダ
ル

田
中
義
雄
選
手
・
・
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
ｌ

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
七
位
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
金
メ
ダ
ル

☆
第
四
十
七
回
政
令
指
定
都
市
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）
参
加
者

監
督
…
江
野
澤
副
会
長

選
手
．
：
小
野
昭
光
、
中
島
晶
子
、
鳥
井
章
、
村
松
百
合
、

田
口
圭
一
、
林
四
朗

チ
ー
ム
敢
闘
賞
ｌ
仲
森
晶
子

☆
第
五
十
回
三
笠
宮
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
品
川
プ
リ
ン
ス
ボ
ー
ル
）
参
加
者

卯
田
孝
子
、
仲
森
昌
子
、
田
口
圭
一
、
高
木
健
治

個
人
賞
…
田
口
圭
一
選
手
（
男
子
三
位
）

卯
田
孝
子
選
手
（
女
子
五
位
）

文
化
部
門
受
賞
者

○
第
二
十
二
回
千
葉
市
障
害
者
作
品
展

千
葉
市
長
賞
ｌ
長
谷
部
清
光

千
葉
日
報
社
長
賞
Ｉ
目
谷
寿
美
子

努
力
賞
ｌ
鳥
井
章
、
福
山
秀
子
、
木
戸
順
子

特
別
参
加
賞
ｌ
中
島
規
雄
（
五
年
連
続
出
展
）

大
会
決
議

身
体
障
害
者
福
祉
の
向
上
を
念
願
す
る
我
々
は
、
本
日

の
大
会
で
次
の
事
項
を
決
議
し
、
こ
れ
が
実
現
を
期
す
。

一
、
自
覚
を
高
め
、
障
害
者
相
互
の
理
解
と
会
員
の
増
加
・

組
織
の
拡
充
を
図
ろ
う
。

一
、
一
般
社
団
法
人
千
葉
市
身
体
障
害
者
連
合
会
の
充
実

に
協
力
・
参
加
し
よ
う
。

一
、
全
員
参
加
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
更
に
バ
リ
ァ

フ
リ
ー
化
を
推
進
し
よ
う
。

一
、
千
葉
市
障
害
者
計
画
及
び
障
害
福
祉
計
画
の
完
全
実

施
を
推
進
し
よ
う
。

以
上
決
議
す
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
二
日

第
六
十
六
回
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
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千
葉
身
障
も
本
号
で
第
二

五
○
号
と
な
り
ま
す
。
以
前

第
二
四
一
号
で
は
「
千
葉
身

障
の
は
じ
ま
り
」
と
題
し
て

記
念
す
べ
き
千
葉
身
障
第
一

号
に
つ
い
て
の
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
。

今
回
は
一
○
○
号
前
の
第

一
五
○
号
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
（
因
み
に
第
一
三

七
号
か
ら
小
野
昭
光
前
広
報

委
員
長
が
担
当
さ
れ
て
い
ま

す
）
。時

は
平
成
十
二
年
七
月
。

約
十
七
年
前
の
会
報
と
な
り

ま
す
。当

時
の
内
容
を
見
て
み
る

と
、
一
面
に
は
現
会
長
で
あ

る
高
山
会
長
の
会
長
就
任
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
す
で
に
会
長
就
任
か
ら

十
七
年
に
な
ろ
う
か
と
言
う

と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
ま
で
会

が
継
続
出
来
て
い
る
こ
と
は

会
長
の
こ
れ
ま
で
の
が
ん
ば

り
の
賜
物
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
た
だ
、
そ
の
会
長
の

が
ん
ば
り
ば
か
り
に
頼
ら
ず
、

私
も
含
め
次
代
の
人
間
が
こ

千
葉
身
障
の
歴
史
① １

１
１

れ
を
引
き
継
い
で
、
さ
ら
に

福
祉
会
を
盛
り
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感

し
ま
す
。

二
面
に
は
研
修
見
学
旅
行

と
し
て
一
泊
二
日
で
の
山
梨

県
で
の
旅
行
の
報
告
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
福
祉
会

の
活
動
費
等
の
問
題
で
一
泊

二
日
の
研
修
旅
行
は
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

い
つ
か
再
開
出
来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
千
葉
市
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
報

告
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
二
十
五
回

を
迎
え
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

す
が
当
時
は
第
九
回
で
し
た
。

開
催
会
場
は
今
と
変
わ
ら
ず

青
葉
の
森
公
園
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
方
が
当
時
は
富

山
県
で
開
催
さ
れ
た
国
体
出

場
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。三

面
で
は
日
本
身
体
障
害

者
福
祉
大
会
が
東
京
で
開
催

さ
れ
、
全
国
よ
り
障
害
者
の

仲
間
が
集
い
大
規
模
に
行
わ

れ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
記
事
に
よ
る
と
約
五

千
名
の
障
害
者
が
集
い
開
催

さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

続
い
て
同
三
面
に
は
前
会

長
、
松
坂
照
冶
さ
ん
の
退
任

の
あ
い
さ
つ
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

四
面
で
は
千
葉
市
身
体
障

害
者
福
祉
会
評
議
員
会
の
開
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『
下
■
車
チ
今

我
し
舎
琵

喪
め
二
余
尋
牙
之
劇
カ
ラ
オ

ケ
大
会
』
に
白
粉
申
望
み
の

曇
付
け
で
大
値
し
勺

パ
ュ
陸
予
定
よ
り
早
く

二
回
目
は
「
下
さ
本
予
竺

を
九
口
陰
血
毎
。
涜
哉
五
二

分
で
亙
華
町
の
『
冑
印
ワ
イ

シ
エ
切
一
を
見
学
｛
威
敏
・

吠
企
｝
し
匿
竃
二
．
号
酔
も

石
我
庫
の
『
宝
石
庫
■
』
を

旦
芋
・
昼
倉

宜
癌
と
只
山
の
批
土
良
と

姥
隠
パ
メ
は
中
央
畠
迫
・
首

駆
尚
逸
を
浅
■
膳
進
ら
。

■
重
Ｆ
・
凡
で
体
画
、
予

定
上
り
早
め
醒
飼
事
細
冴
、

釦
庫
れ
律
で
し
た
．

■
貝
の
皆
さ
ん
ご
岱
勿

足との舞台■÷

の考敬も梨代八
名誤でて蝕金町
う也実な■腱字
でざ嘗しり上ら
L･上軒.凸客
噌どが垣寸力倉

のりと瞳うと
みあプらオ．

ーロ－

・

｜ 研修“行'=“‘膳て
ｔ
ｌ

も
■

催
報
告
。
千
葉
市
身
体
障
害

者
福
祉
団
体
連
合
会
評
議
員

会
の
開
催
報
告
が
掲
載
、
続

い
て
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大

会
の
開
催
通
知
と
な
っ
て
い

ま
す
。最

後
に
は
現
在
と
変
わ
ら

ず
、
新
入
会
員
と
住
所
変
更

の
お
知
ら
せ
、
一
・
五
円
玉

募
金
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
過
去
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
当
時
は
在
籍
し

も
Ⅱ
Ⅱ
■
０
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
８
１
■
Ⅱ
Ⅱ
１
－
０
１
０
０
日
Ｉ
ｈ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
４
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
Ｉ
■
■

口 ’
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W

て
い
な
い
私
に
は
逆
に
新
鮮

に
感
じ
と
れ
て
し
ま
う
の
が
、

正
直
な
意
見
で
す
。

し
か
し
、
当
時
も
在
籍
さ

れ
活
躍
な
さ
れ
て
い
た
方
に

は
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
も
会
報
の
記
事

合
間
を
見
て
過
去
の
会
報
を

掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
広
報
委
員
長
飛
嶋

＊
て
。
千
■
巾
身
体
曲
寄

勾
轟
吐
伍
虹
聿
舍
ａ
が
日
身

迅
健
紅
望
率
展
そ
良
ｏ
ら
れ

亡
邑
と
で
金
の
基
■
が
■
く

な
り
。
■
ウ
行
の
吐
会
伊
皿

め
で

十
・ ｑ

・
弓
企
の
彼
■
雄
も
と
ち

り
有
■
再
拝
窟
⑱
垂
佇
白
回

毎
岱
品
を
■
め
痘
貝
の
Ｂ
ｇ

ん
占
允
■
処
■
低
■
合
会

命
争
日
蓬
び
Ｅ
■
局
陞
唯
灘

之■ご■差甲 古
・の遼一轟受長馴

＝まま冬も掴画
■
に
曲
り
ｚ
Ｌ
偲
‐

た
．
こ
の
麺
千
危
心
の

◇
仕
値
・
亭
泡
圃
砥
か

に
隅
々
心
■
金
■
孫
の

に
言
備
■
と
ご
戚
匡
と

き
し
之
呈
と
に
対
し
改

こ
ぐ
お
札
申
Ｌ
上
げ
土

帥
報

一

千
■
咽
身
陣
庫
客
寺
悪
星

会
の
ｅ
趣
旦
牢
鹿
廠
唯
。
ま

ら
五
月
二
十
一
日
一
口
》
二

十
二
回
一
〃
一
余
負
・
本
塞

百
七
毛
筆
＠
餌
し
て
山
蜜
■

の
下
毎
■
■
一
下
毎
亭
テ
と

《
の
一
酋
二
■
で
毎
わ
れ
童

し

た

。早
■
と
り
各
自
区
の
参
麺

容
整
吸
金
に
三
台
の
パ
ス
躍

毎
豪
Ｐ
？
Ａ
で
命
捜
し
打
舎

遊
＆
行
い
。
一
■
下
唇
■
且

睡
角
汀
予
定
ヨ
ラ
国
畳
Ｌ

亀
。

パ
メ
除
倹
買
に
■
都
■
■

か
ら
中
央
海
軍
を
奉
り
何
回

－
ｃ
ｔ
出
て
一
梱
■
神
碓
』

像
日
由
几
争
し
っ
田
垂
言
二

凡
号
峨
仔
■
り
室
啄
か
ら
白

侮
の
働
俸
舎
見
な
鉱
ら
『
カ

ラ
オ
ケ
』
で
竃
り
上
創
っ
て

い
る
内
侶
朗
働
■
再
Ｆ
ラ
イ

ブ
イ
ン
『
も
ち
や
一
律
劃
百
．

肇
魚
と
体
車
．
再
び
一
三

九
号
心
で
弓
野
上
⑲
絶
・
■

赴
畢
、
一
を
見
孝
も
毎
り
返

し
率
遍
■
よ
り
■
漣
三
．
０

号
■
■
入
る
。

各
虹
膚
で
陰
■
貫
鼻
醸
口

鳶11

名
一
瞳

こ
そ
虹

室
嬉
・

■

纂
丸
■
干
畢
屯
夕
体
■
再

口
ス
認
１
ヲ
大
金
一
瞼
．
三
月

七
回
一
日
》
好
天
の
申
。
汗
毎

の
ご
■
上
彼
我
輯
告
〆
イ
グ

会
扮
に
し
て
．
匿
文
尾
■
令

書
師
立
Ｌ
亀
○

邑
勾
大
金
畦
ロ
千
カ
画
と

千
疲
古
分
化
起
旬
寺
■
体
過

舎
舎
が
主
■
し
も
エ
ポ
ー
フ

を
＄
こ
て
体
力
の
ｎ
房
。
■

■
と
仕
食
、
錘
の
皇
釘
を
■

ら
と
尖
に
。
車
畳
の
分
体
■

害
肴
僅
”
ず
る
■
心
と
『
塵

加
■
釘
＆
■
わ
る
』
二
と
を

固
め
と
し
て
毎
年
■
■
さ
れ

て
い
宝
ず
’

九
可
か
ら
の
，
■
金
爽
で

は
。
千
■
琳
蚤
《
に
■
》
栓

同
得
。
千
忽
市
外
旬
播
は
■

量
、
■
輯
正
平
。
国
体
竃
含

合
金
基
の
檎
簿
。
透
乎
宜
巨

な
ど
多
あ
り
ｖ
■
旬
自
二
二

壺
野
、
望
塞
轌
窪
』
酷
き

定

を
弟
■
し
て
。
頬
Ｌ
い
な
■

昼
の
咽
に
Ｌ
■
毎
陰
、
頃
■

っ
て
小
ま
し
な
。

大
会
間
日
．
早
■
乙
ワ
ニ

の
大
舍
の
倉
の
健
盛
早
畠

ｈ
、
ご
勿
導
下
さ
が
ま
し
全

大
力
■
■
Ｂ
の
■
●
畢
訳
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
傍
毎
陞
■
■

し
。
心
穿
ら
■
処
佐
申
Ｌ
上

げ
全
す
。

〃オーシ

識織徽覺
－ －－ロー'ー一‐一 唾巴画

講丸J､本敬寺

光蕊磐鑿晋記
■一宇－画一■一

…釦･ぽ~ー‐サツ雄

各
号

オ
ケ
大

ら
Ｌ
い

■
鬮
函
關

毎
輌
白
蟻
唖
守
り
尋
と
訂
心
か
ら
ふ
む
丁
邑
と
片
に
む

し
い
烏
侭
で
十
隼
曲
貝
。
師
引
梗
ら
已
淨
で
ゐ
り
血

殉
竃
農
の
監
掻
膣
お
か
恥
室
丁
。

し
て
ほ
ま
十
京
す
ぎ
愉
陣
の
今
⑧
峨
尚
宙
『
榊
立
室
◎

こ
と
と
勤
巳
び
申
し
上
啄
土
周
年
』
と
恥
う
圃
念
の
知
、

す
。
睡
蝋
会
是
舎
あ
国
昼
通
え
。

敏
甲
衝
よ
り
畦
婁
喝
倫
倉
実
か
。
寓
司
か
不
足
な
畷
体

員
か
ら
『
体
力
肋
に
酋
足
な
■
の
お
け
ぜ
お
軍
い
す
む
と

栓
亭
撃
で
心
念
く
な
っ
定
‘
舞
健
毎
祉
倉
獅
立
か
ら
の
生

金
曇
の
兜
代
を
お
■
秒
Ｌ
之
９
字
引
。
■
白
■
■
白
僅
も

ど
と
の
申
Ｌ
出
誤
側
到
も
価
伺
を
剥
唖
い
Ｌ
検
諏
身
い

あ
り
由
Ｌ
吃
誘
沮
姻
蚊
厘
寺
時
芝
８
■
狸
心
肇
い
巳
い
で

の
■
季
か
ら
一
毎
垂
Ｌ
起
し
一
杯
で
千
・

て
曾
亀
と
こ
ろ
で
Ｌ
之
◇
又
『
千
■
白
身
律
■
宮
寺

一
函
埜
向
上
瞳
凧
力
昼
恥
倉
昼
壁
邑
俸
通
告
合
一
《
■
宕

邑
蚕
舎
畳
延
Ｅ
れ
ぷ
上
の
星
正
平
金
＆
｝
の
一
日
と
Ｌ
て

■
吃
巳
舎
も
れ
港
ご
と
赤
皀
胆
停
解
曲
喝
全
■
の
『
日

卒
一
睡
色
と
会
長
■
の
気
習
々
浬
』
に
鹿
■
隼
亀
さ
れ
こ

を
含
由
．
■
お
宝
の
宛
轟
と
ら
ち
仏
唾
全
の
隼
に
な
り
、

良
雄
ら
著
立
生
■
毎
て
暮
屡
寺
■
曜
千
急
席
庫
冑
任
鎗
■

Ｌ
Ｅ
Ｄ
任
■
の
■
■
の
も
と
．
『
西

圭
ら
五
釦
七
Ｆ
一
四
）
千
再
考
皇
催
の
典
上
雁
内
河
一

察
竃
虫
育
考
ン
タ
ー
三
竃
金
ａ
力
で
十
鱗
尿
力
Ｌ
含
■
・

亀
宝
で
圃
白
各
血
定
『
早
■
ご
衣
敏
匂
盛
の
ご
■
持
腫
ｅ

十
二
隼
■
千
璽
祠
々
俸
錘
冑
え
る
よ
う
や
礎
日
銀
竃
画
Ｌ

宥
偏
推
食
解
尋
免
金
』
に
蚤
て
駆
蚕
９
宏
十
の
で
廟
毎

浄
て
一
合
昼
の
冤
代
』
夢
墨
劇
役
員
を
ｗ
で
て
い
に
鐘
け

ざ
さ
れ
。
竃
■
な
型
竃
幽
缶
堂
ず
む
生
心
か
ら
批
■
い
し

飼
埼
己
欧
で
凧
■
し
て
下
さ
全
長
載
正
の
ご
縞
伊
と
き
せ

い
虫
し
た
。
皆
擾
の
晶
忠
に
で
い
た
麓
と
圭
十
０

■－て。

蚕■きロ
ユ画■

■
噂
心
む
ら
れ
な
い
と
”

写
－
１
１
を
余
長
■
の
■
■

を
官
由
。
■
亨
宝
の
現
毎
と

史
珍
ら
毎
立
生
■
む
て
書
丘

Ｌ

Ｅ

。奉
る
五
釦
七
贋
一
四
）
千

集
竃
安
冑
セ
ン
タ
ー
三
賎
金

毎
宜
で
寅
口
さ
れ
た
『
暴
逮

十
二
早
口
千
璽
市
々
体
■
冑

容
庵
舵
曲
湊
■
良
金
』
に
贋

い
て
一
合
員
の
更
代
』
夢
墨

室
さ
れ
。
輝
伯
な
砥
宿
山
＆

■
鱒
一
致
で
砿
■
し
て
下
き

い
女
し
た
。
轡
睡
の
＄
室
侶

弾品争

ﾐヤマ

一

篝

藷

■盃碩只起痢全引

が患一
手エ町中A■l
茸●｡．‐差
右■暇重勇■1
宜●6．8■

■・至房工■

逝茎
ｆ
Ｊ
Ｑ
さ

一
ｇ
ｅ
Ｏ

州
媚
判
郡

サ
ト
Ｌ
■
■

『
ｆ
一

千
■
面
々
体
障
客
打
■
壮

全
の
享
戊
十
二
申
皮
毎
一
面

■
■
碕
虫
畦
．
五
月
十
日
日

一
巳
一
夷
侯
の
壷
有
砦
ン
ク

ー
で
更
■
お
晶
重
Ｌ
仁
、

町
企
む
行
を
今
毎
症
亭
郡

■
■
奇
■
■
丑
哩
エ
９
平

威
十
一
隼
江
口
亭
且
屯
壷
・

金
冠
紅
文
農
律
輔
骨
．
■
蜜

■
●
と
禽
起
享
翠
十
二
匁
■

の
享
■
針
■
・
会
旋
斌
文
子

刀
粛
ぞ
願
室
田
り
由
出
一
致

で
可
灸
承
己
包
恥
土
Ｌ
亀
．；

書
訂
一
致
で
砥
■
、
使
童
Ｌ

霧
旺
盆
畜
曇
咽

１
大
毎
■
■

《
■
⑤
泪
堅

あ
蔽
色
・
千
恵
子

一
■
瞳
■
一

歳
屈
タ
ケ

▼
Ｉ
旱
Ｉ
◎
三

一
↓
《
》
－
て
毒
二

一
十
ｌ
《
）
一
屋
三

’

三
０
Ａ
。
■
八

三
Ｔ
Ａ
Ｏ
■
八

寺六一A

・
セ
セ
Ｏ
必
’
－
－
１
円
。

印

Ｉ

念

皐

Ｏ

一

大

職
阿
憾
輻
鱈
痂
画
里
心
画
州
湘
知
輻
輌
纈
回
世
Ｌ

宝
し
た
。

又
悪
社
会
わ
年
金
■
に
つ

い
て
は
今
単
更
も
ご
車
璽

千
円
』
と
侠
定
し
左
Ｌ
上
。

昏
例
が
生
む
臣
伺
い
主
〒

の
で
上
る
し
く
め
■
い
致
し

ｚ

す

．

＆野＝I

■ｰ

令
厩
謹
勢
円
玉
寡
金
者

《
■
本
興
へ
津
や
泡
▽

小
野
甚
子
軍
一
侭
町
》

金
ｆ
曲
九
《
上
気
町
一

更
■
毎
十
室
《
主
甚
可
》

■
幸
車
塗
《
め
十
▲
準
昌

律
■
垂
一
お
寸
兆
拳
岳

▲
あ
輩
子
一
甲
、
町
一

■
ｅ
毎
酋
ａ
鋼
目

昼
測
り
瓜
玲
一
君
毎
町
｝

且
水
己
子
《
＊
む
き
一

江
野
卑
ｃ
子
《
良
作
念
●
》

番
■
●
手
《
■
宅
哀
》

毎
、
久
十
《
Ｃ
畳
町
》

且
上
の
″
々
よ
り
ご
■
力

の
毎
金
鉱
あ
り
皮
し
葛

布
度
う
ご
き
腓
室
し
亀
。

十食危をこ■中一

鐘謹

露
Ｈ
２
切
り
Ｆ
■
ｒ
ｒ
８
Ｅ

Ｈ
Ｐ
岨
Ｈ
１
“
Ｊ

４
■

楼
単
行
五
○
■
輔
■
念
、
旬

四
五
■
『
日
本
々
体
障
官
窃

個
祉
丈
金
一
峡
六
月
七
日

（
水
）
＋
”
上
り
崖
爪
体
脊

鮪
で
全
山
か
ら
的
呈
０
．
０

名
の
包
容
ご
心
伸
■
夢
亀
い

”
伽
冬
捉
ま
し
と
◇

こ
の
大
金
感
、
仕
金
華
饗

蛮
人
一
色
本
々
症
庫
諏
ひ
宙

憧
■
全
会
一
と
栓
睡
纏
人
『
亘

ロ
ｒ
▽
４
ｑ
、
Ｊ
４
■
■
汀
。
卓
『
。
■
言
▲
ｇ
Ｄ
ｊ
■
■
ｄ
ａ
ｐ
■
■

争
旬
ら
を
ワ
●

退
任
の
ご
挨
拶
出
自

ム
ダ
笥
医
松
壌
座
冶

会
■
の
ｅ
＄
ん
今
巴
建

牡
吃
ご
■
の
鱒
己
良
金
で
企

晶
争
Ｅ
葬
睡
Ｌ
き
し
丘
。
□

早
基
更
力
・
体
均
命
鈍
と
ろ

え
せ
党
尤
壷
代
を
■
っ
て

が
五
Ｌ
卓
隼
昼
尭
ぜ
ず
命
日

ま
で
０
土
Ｌ
Ｅ
Ｄ
古
は
。
車

塞
五
羊
十
三
〃
■
令
舎
斗
ス

タ
ー
ト
■
Ｑ
ｇ
ｎ
に
”
ぬ
ら

れ
た
ら
舎
哩
＆
か
『
た
亀
ら

と
こ
い
“
に
酪
千
か
し
い
次

室
で
す
ｂ

⑱
え
ば
ｂ
会
長
代
打
の
粛

町
を
含
め
二
十
二
峨
余
の

已

粛
四
五

『
体
弾
聾
悪
御
社
濠
痛
行
篭
。
猶
年
彊
念
ｆ

曾
身
体
陣
害
者
福
祉
大
会
』
袋
る

，
写
麺
鞭
ｇ
会
長
・
恵
山
功
一

鳥篭蕊雛幽亀装g鍛季諾擢誌2悪電
々
姓
律
宵
宥
風
体
■
合

が
主
佃
さ
れ
唾
包
り
の

中
央
大
会
と
虹
■
付
け

『
兎
必
＆
晦
幻
垂
下
』

臼
隼
金
庫
Ｕ
ｏ
Ｇ
邑
刃

・
お
凧
毎
印
卒
。
各
言

誤
■
せ
■
え
そ
れ
冬
犯

膚
歩
ら
『
匡
密
打
へ
の

ア
ァ
リ
ー
』
の
竃
駒
と

匡
つ
い
て
冒
樫
ｐ
・
屋

追
感
も
れ
笈
Ｌ
員

ら
旬
か
ら
唾
皇
会
の
生

白
■
・
正
竃
生
中
心
医

■
＆
■
律
■
分
合
の
■

鼻
、
碓
院
■
台
長
。
古

缶
■
亭
。
華
舞
二
囿
名

軍
健
て
●
唾
炊
Ｌ
食
Ｌ

企
の
長
需
川
専
子
起
写

■
固
”
県
・
吐
令
膚
”

田
丸
名
の
一
昌
と
し
て

”
晒
佳
鰭
勘
の
姶
崎
お

と
し
て
『
首
庁
竃
金
晶

一
を
昂
貫
き
恥
・
彦
、

鳶
に
■
厳
し
て
室
宜
し

鱈

金
丑
陣
屋
堅
ら
た
り
。
会

■
好
恵
方
の
ご
■
■
と
ご
多

妨
を
衿
土
Ｌ
室
し
て
ご
鵠
密

と
い
と
Ｌ
全
す
．

…輌早癖6
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弓
■
■
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句
Ｐ
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～住所変更のお知らせ～ ☆皆滕仲巨くしてね☆

｜
’

福祉会は発足67周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。

知り合いの方や､お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。 （組織委員会）

ち
し
て
い
ま
す
。

| 、 霞
《

1一
一

琴
鞭

（
体
育
委
員
会
）

ロ

「
第
五
十
二
回
体
育
祭
」
開
催

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
恒

例
の
第
五
十
二
回
「
体
育
祭
」
は
六

月
四
日
（
且
高
浜
の
千
葉
市
療
育

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
（
九

時
受
付
、
十
時
開
会
）
参
加
の
申

し
込
み
（
名
前
、
人
数
）
と
「
た
い

よ
う
号
」
利
用
希
望
者
は
五
月
十

二
日
（
金
）
ま
で

鱸

に
地
区
役
員
へ

申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
た
い
よ
う
号
」

は
京
成
千
葉
中

央
駅
、
九
時
出

発
で
療
育
セ
ン

タ
ー
間
を
運
行

し
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）

□ ■

あなたの記事、

作品も掲載しませんか？
広報委員会では、会員

皆様から掲載記事を募集
しますb 「ぜひ千葉身障に
掲載したい!」「こんな活動
してます!」「みんなに知っ
て貰いたい!」 「活動メン
バー募集します!｣等広い
範囲で募集しま-すも

又、活動以外でも個人
的な作品、例えば手工芸、

習字、写真等々、自分の
成果をみんなに知ってもら
いたい方など、ほぼジャン

ルは問いませんので、是非
掲載してほしい方がいらっ

しゃったら連絡を下さい。
紙面の都合上、必ず掲

載出来るか分かりません萩

｢やってみたい!」という方
は広報委員会までお問い
合わせ下さい。

４
日
曜

グ
ラ

い
ま初

す
。

ボ
ー

詳
細

い
《
ロ

し
て
く

す
。 ふ

れ
あ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
で
は
一
緒
に
プ
レ
イ

し
て
く
れ
る
方
を
募
集
中
で

月
～
如
月
頃
迄
、

午
前
中
に
千
城
小

ウ
ン
ド
に
て
活
動

す
。心

者
の
方
も
大
歓

皆
さ
ん
で
楽
し

シ
を
楽
し
み
ま
し

は
広
報
委
員
会
へ

わ
せ
下
さ
い
。

およぐ迎
問うスで

○

毎
週

学
校

し
て

K患息=‐
A

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
組
織
委
員
会
）
鳥
井

岡
本
龍
雄
様
（
中
央
区
）

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日

（
七
十
六
歳
）

田
中
秀
子
様
（
中
央
区
）

田
島
敏
子
様
（
中
央
区
）

長
谷
川
サ
キ
様
（
稲
毛
区
）

坂
尾
幸
子
様
（
稲
毛
区
）

笹
川
武
夫
様
（
緑
区
）

醍
醐
正
子
様
（
美
浜
区
）

毎
回
の
ご
協
力
に
感
謝
し

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
会
）
小
倉

氏名

山崎明子

住 所

千葉市花見川区花見川8-1-403

電話番号

ふれあいの家移転のお知らせ
ふれあいの家が三月一日よ

り移転となります。体育室を
使用する事業はこれまでの千
葉市療育センター本館にて実
施しますが、それ以外は一部
を除き移転先の千葉市療育セ
ンター分館にて
実施します。

住所：
千葉市美浜区高浜
3丁目3番1号
Tel：

043-216-5130
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